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写経会 毎月第２日曜 時間午後１時～３時（１月２月は休会）静かなお寺で写経の功徳を積みましょう。 

 

□
円
福
寺
両
祖
忌 

 

円
福
寺
様
（
鈴
木
統
嗣
住
職
）
で
は
十

月
三
日
教
区
両
祖
忌
（
道
元
禅
師
、
瑩
山

禅
師
の
ご
命
日
）
法
要
を
厳
修
さ
れ
た
。 

 
 

 

ま
た
見
ん
と 

お
も
ひ
し
時
の
秋 

た
に
も 

今
宵
の
月
に 

ね
ら
れ 

や
は
す
る 

（
道
元
禅
師
の
お
歌
） 

建
長
五
年
八
月
七
日
に
道
元
禅
師
は

ご
病
気
の
た
め
永
平
寺
を
離
れ
ま
し
た
。

そ
し
て
京
都
の
草
庵
で
八
月
十
五
夜
を

ご
覧
に
な
ら
れ
ま
す
。
ご
病
気
も
段
々
と

重
く
な
り
そ
れ
か
ら
二
週
間
程
で
亡
く

な
ら
れ
ま
す
。
「
も
う
一
度
中
秋
の
名
月

を
見
る
こ
と
が
で
き
る
の
だ
ろ
う
か
と

思
っ
て
い
た
ら
、
な
ん
と
綺
麗
な
今
宵
の

月
だ
ろ
う
。
ど
う
し
て
こ
の
ま
ま
寝
る
こ

と
が
で
き
よ
う
か
」
名
月
に
会
え
た
喜
び

を
歌
い
ま
し
た
。
中
秋
の
名
月
、
美
し
い

月
、
道
元
様
も
最
後
に
ご
覧
に
な
ら
れ
た

月
、
今
年
も
手
を
合
わ
せ
て
お
偲
び
い
た

し
ま
し
た
。 

前
庭
の
外
灯
新
調 

 

老
朽
化
に
よ
り
新
し
い
Ｌ
Ｅ
Ｄ
の
外 

灯
に
取
り
替
え
ま
し
た
。 

      

位
牌
壇
の
造
花
取
替
え 

 

お
彼
岸
前
に
各
家
位
牌
壇
の
造
花
を 

五
十
段
分
新
し
い
も
の
に
取
り
替
え
ま 

し
た
。 

檀
信
徒
手
帳
（2022

） 

 

来
年
も
年
始
回
礼
に
あ
た
り
檀
信

徒
手
帳
を
お
配
り
い
た
し
ま
す
。
ご

利
用
く
だ
さ
い
。 

     
□
東
牧
寺
様
で
は
四
月
か
ら
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
開
設
さ
れ
て
い
る
。
内
容

も
充
実
し
て
お
り
檀
信
徒
の
布
教
活

動
に
役
立
て
て
い
ま
す
。 

 

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら 

→
 

 

  訃
報 

福
山
諦
法
禅
師
ご
遷
化 

 
大
本
山
永
平
寺
七
十
九
世
貫
首
・
福

山
諦
法
禅
師
は
九
月
十
日
午
前
０
時
三

十
分
ご
遷
化
（
死
去
）
な
さ
れ
ま
し
た
。

世
寿
九
十
歳
。
禅
師
は
昨
年
九
月
に
永

平
寺
を
退
董
さ
れ
て
お
り
ま
し
た
。
九

月
十
七
日
南
澤
道
人
大
本
山
永
平
寺
貫

首
を
導
師
に
密
葬
が
営
ま
れ
た
。
本
葬

の
日
程
は
未
定
。 

訃
報 

江
川
辰
三
禅
師
ご
遷
化 

大
本
山
總
持
寺
独
住
第
二
十
五
世
貫

首
・
江
川
辰
三
禅
師
は
九
月
十
九
日
午

前
二
時
ご
遷
化
（
死
去
）
な
さ
れ
ま
し

た
。
九
十
三
歳
。
九
月
二
十
六
日
石
附

周
行
・
新
貫
首
（
前
副
貫
首
）
を
導
師

に
密
葬
が
営
ま
れ
た
。
本
葬
は
来
年
四

月
を
予
定
し
て
い
る
。 

 

□
大
本
山
總
持
寺
新
貫
首 

江
川
辰
三
禅
師
の
ご
遷
化
に
よ
り
、

大
本
山
總
持
寺
新
貫
首
に
石
附
周
行
禅

師
が
就
任
さ
れ
ま
し
た
。
石
附
禅
師

（2
0
1
1

～
副
貫
首
・
神
奈
川
県
大
雄
山

最
乗
寺
住
職
・
八
十
四
歳
）
の
入
山
式

は
十
月
十
八
日
大
本
山
總
持
寺
に
て
行

わ
れ
ま
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
感

染
拡
大
防
止
の
た
め
、
関
係
者
の
み
に

て
取
り
行
わ
れ
ま
し
た
。 

  

□
令
和
四
年(2022)

一
月
十
七
日
よ
り

郵
便
局
の
払
込
み
サ
ー
ビ
ス
（
護
持
費
等

の
窓
口
、
Ａ
Ｔ
Ｍ
で
の
払
込
取
扱
票
で
の

送
金
）
の
利
用
に
あ
た
っ
て
、
現
金
で
お

支
払
い
の
場
合
に
は
、
百
十
円
が
加
算
さ

れ
ま
す
。
お
寺
か
ら
の
払
込
票
は
「
料
金

受
取
人
負
担
」
（
赤
）
で
す
の
で
百
十
円

だ
け
払
込
人
様
に
ご
負
担
い
た
だ
く
こ

と
に
な
り
ま
す
。
ゆ
う
ち
ょ
口
座
の
通
帳

ま
た
は
カ
ー
ド
で
お
支
払
い
す
る
場
合

は
か
か
り
ま
せ
ん
。
（
ご
納
入
金
額
＋
百

十
円
）
尚
、
Ａ
Ｔ
Ｍ
で
の
支
払
い
の
場
合

受
取
人
負
担
額
は
百
五
十
二
円
、
窓
口
で

は
二
百
三
円
か
か
っ
て
い
ま
す
。
な
る
べ

く
Ａ
Ｔ
Ｍ
で
送
金
な
さ
れ
る
か
、
も
し
く

は
お
寺
へ
お
持
ち
く
だ
さ
い
。 

□
来
年
（
令
和
四
年
）
度
の
各
家
年
忌
案

内
は
予
め
十
一
月
初
旬
に
正
当
各
家
に

そ
れ
ぞ
れ
通
知
い
た
し
ま
す
。 

□
今
年
度
護
持
費
の
納
付
書
は
十
一
月

中
旬
に
お
届
け
い
た
し
ま
す
。
担
当
役
員

様
が
お
ら
れ
な
い
檀
信
徒
の
方
に
は
郵

送
し
て
い
ま
す
。
郵
便
局
で
お
振
り
込
み

い
た
だ
く
か
（
な
る
べ
く
Ａ
Ｔ
Ｍ
を
ご
利

用
下
さ
い
）
、
直
接
お
寺
へ
お
持
ち
く
だ

さ
い
。
送
金
明
細
は
右
記
の
と
お
り
。 

 
 
 
 

お

知

ら

せ 

 

 

道元禅師 

 

 
 

 

2022 檀信徒手帳 


